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終 章

白百合女子大学は、カトリシズムの世界観による人格形成を教育の基本理念とする文学部と大学院

文学研究科からなる女子大学である。本学は、1994年度に大学基準協会維持会員となって以来、既存

の委員会をとおしてカリキュラム改革、研究活動支援、学生生活支援やその基盤となる施設設備計画、

管理・運営のあり方等について点検・評価を行い、改善を試みてきた。その成果については2000年度

に報告書を編纂、公刊したところであるが、今般、2002年度の学校教育法改正にともなう認証評価制

度導入に対応して、あらためて全学規模で、かつ恒常的に活動を推進していくための自己点検・評価

活動組織を構築し、およそ２年間にわたる活動の成果を報告書としてまとめ、ここに2010年度の認証

評価を大学基準協会に申請するに至った次第である。

１．全体的な目標の達成状況と今後の計画

今回の自己点検・評価活動の結果、全体的な目標の達成状況と今後の計画についてまとめると、以

下のようになる。

（１）まず本学は、「設立母体であるシャルトル聖パウロ修道女会の創立の精神に則り、知性と感性

との調和のとれた女性の育成をめざす」という建学の精神と、それを「真・善・美」を追求すること

で達成していくという教育目標を、具体的にはリベラル・アーツ型教育をとおして実現していくとい

うことが十分な時間をかけた討議のもとに確認された。この過程をとおして、このことが全教職員の

間に浸透したことが、今回の活動の大きな成果の一つであった。その結果、他の点検・評価領域にお

ける達成目標の設定および現状説明、点検・評価、改善方策を策定するに際し、重要な視点の一つと

して機能したと考える。今後は、これらをさまざまな手段をとおして学部学生・大学院学生および入

学志願者に浸透させていくことと、今後の恒常的な点検・評価活動を介して、本学の全構成員が常に

意識的に確認していくことをめざしていくことになる。

（２）本学の建学の精神と教育目標は、教育研究組織をとおして実現されていくのであるが、今回の

自己点検・評価活動で、あらためて現今の研究教育組織が常に時代の動きに敏感に対応して変化し続

けてきた結果であることが認識された。その意味では、建学の精神と教育目標は普遍的な側面を持つ

とともに、時代に対応した浸透を図るという柔軟な姿勢が必要であったことも再認識された。これま

では、どちらかといえば拡大・細分化の路線が中心であったが、今後は組織の再構成を含む大がかり

な再編も視野に入れた議論が必須であることが確認されたことは貴重であった。

（３）教育研究組織の活動は、具体的には教育課程、教育方法等によって実践されていく。この点に

ついて、先行設置の学士課程においては“リベラル・アーツ型教育による教養科目と専門科目との連

携”、“一人ひとりを大切にする教育”、“自立的女性の育成”、“生涯学習的視点”、“他者との関わりの

中で”といった到達目標については、少人数のきめ細かな教育の伝統のもとに比較的達成されてきた

ところではある。今回の活動では、これらをさらに有効に推進していくための方策として、その内容

を学生・教職員が意識的に共有できるような広報体制の充実、および近年の時代精神にもとづく初年

次教育、専門導入教育のさらなる充実、さらに専門・資格課程教育に関わっての本学が育てたい専門

職像の広報や、教育課程を補完する各種の実践（アドヴァイザー制度や各学科・専攻の学生・教員共

同の学会活動など）の全学的な公開体制を組むといったことをめざしていくこととなった。とりわけ

ＦＤ活動における学生による授業評価については、きめ細かではあるが学生との対話にもとづく個別
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的活動にとどまっており、全学的な共通システムの構築が遅れていたことを確認し、現在、その体制

づくりが進行中である。また、外国語・外国文学を専攻する学科を持つ関係から、国際交流はさまざ

まな方途により展開されてきたが、その他の学科・専攻を含め、学生のニーズ調査のもと、さらに充

実したシステムの構築をめざすことを確認した。

一方、後発設置である大学院の課程については、学士課程教育に連続する形で運営されており、さ

らに少人数の個別的指導が徹底している。その教育は、附置研究所・センターにおける活動と関連づ

けても行われており、その成果として査読制のもと、機関誌が学生の研究論文発表の場ともなってい

る。しかしながら、今回の自己点検・評価活動により、教育・論文指導において全学的、全専攻的な

共通体制、複数教員による指導体制、構成員全員で博士号取得を促進していく必要性などが確認され

るとともに、定員を満たすことができない専攻についての対応策の検討が重要な課題として浮上して

いる。また、大学院の課程は学外の学生、留学生、社会人の受け入れ・指導体制は整っているが、留

学生や社会人に対する特別選抜などの制度の必要性を含む、受け入れ体制の議論も必須事項であろう。

（４）学生の生活面については、経済面での支援としての各種の奨学金制度から、精神生活面での相

談、就職指導、課外活動支援等について、これまでも手厚いアドヴァイザー制度や学生生活満足度調

査等を活用して細心の注意を払いつつ完備されてきた。しかし、あらためて今後は、時代の社会的動

向に対応する形でのハラスメント防止規程の整備をとおした広範なハラスメント防止対策や、とりわ

け厳しさを増す進路・就職については、低学年からの学生の主体的参加を可能とするキャリアデザイ

ン教育を強力に推進していく必要のあることが確認された。

（５）学生への教育活動は、大学内での活動が基本となるが、最終的には教育成果を学生が積極的に

地域社会や国際社会に還元する活動をとおして完成すると考え、これまでも地域と大学との間の関係

性の構築や、教職員による積極的な教育・研究成果の社会還元活動の推進によって、学生・大学と社

会との結びつきの強化を進めてきた。今後は、これまで比較的手薄であった国際社会への貢献活動の

促進を支援する体制づくりを強化していくことが必要との確認が行われた。

（６）学内の諸施設・設備、とりわけ授業教室やキャンパス・アメニティ等の整備は学生生活、教育

・研究活動の推進のためのハード面での保証として重要な機能を担うものであるが、大学周辺の環境

への配慮も含め、これまで常に細心の注意を払いながら実施されてきた。この点は学生生活満足度調

査にも積極的評価として表れているが、予算面等の制約もあり、まだ改善の途上にあるといえよう。

今後は学内の完全バリアフリー化のための施策などの課題が残っているが、大事なことは、施設・設

備の計画的な整備のための施策を、必要な意見聴取を経て策定していくことや、日常的な施設の維持

・管理および衛生・安全の確保のために関連部署が常に情報共有できる体制づくりの重要性が確認さ

れた。

２．課題と今後の展望

これまで述べてきた到達目標の全体的な達成状況にもとづく今後の計画については確実に実施され

ていく必要があるが、そのための基盤として以下の２点についての課題の遂行・整備が肝要となる。

（１）第一の課題としては、大学の教学上の管理運営システムにおいて、学科・専攻会や教授会、各

種委員会等の諸システムの機能分担の明確化と、諸システムを統合化して全学的な合意を形成し実行

していくプロセスを構築することである。

本学は、小規模な大学として、これまで家庭的な雰囲気のもとに柔軟な協力体制を敷いてさまざま

な施策が遂行されてきた面が強く、またそれが有効に機能していた側面もあるが、それ故に明確な規
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程が完備されずに、全学的な共有財産となりにくい側面もあった。今回、あらためて全学的な体制で

広範囲の自己点検・評価活動を行い、その成果をもとにこれから全学的な体制で改善活動を行う上で

は、まず、全学的な「教学意思形成プロセス」を構築するとともに、実施体制を組む上でも、諸シス

テムの機能分担を規程にもとづき明確化していくことから始めなければならないと考えている。

現在、自己点検・評価活動をとおして考えられている全学的な教学意思形成プロセスは、最小単位

である各学科・専攻および大学院専攻会をもとに学部教授会、大学院研究科委員会、附属施設長会議、

および各会議のもとにある専門委員会・運営委員会が重層的に意思形成・実施にあたっての機能を分

担し、その上で大学の管理運営の総括的な責任者である学長を中心とした学長室会議のメンバーおよ

び各会議の責任者と事務局スタッフが連携する「教学運営会議」において最終的な意思決定を行い、

実施に付すという構想である。現在、規程策定を含め早急に実現することが喫緊の課題であると考え

ている。

（２）第二の課題は、「白百合女子大学自己点検・評価委員会規程」にもとづく今回および今後の経

常的な自己点検・評価活動の結果を、上記の「教学意思形成プロセス」のシステムにあげて、恒常的

な改善方策の内容の策定と実施を促し、かつ、それをまた点検・評価していくプロセスの構築や手続

きを明確にしていくことである。

自己点検・評価委員会は、「教学運営会議」には属さないが、全学的な観点からの恒常的な自己点検

・評価活動にもとづく教学意思形成過程や実施において強力な影響力をもつシステムとして機能する

ことが想定されている。そのためにも委員会の構成メンバーは委員長である学長を始め、各会議の責

任者が兼任するとともに、部会のメンバーをとおして全学的な点検・評価活動を恒常的に実施してい

くことが必須になると考えている。

こうして、恒常的で全学的な点検・評価活動を着実かつ効果的に大学の諸活動に反映させるための

｢計画・実践・評価・改善のサイクル」を確立するとともに、現時点において手薄である、自己点検・

評価の結果に関する客観性・妥当性を確保するための仕組みの整備を進めていきたいと考えている。
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